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南鳥島沖EEZ内で発見されたマンガンノジュール密集域：ノジュールの産状と化学
組成
Mn nodule field discovered in the EEZ around the Minami-torishima Island: occurrence
and geochemistry of nodules
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海洋研究開発機構（JAMSTEC）の深海潜水調査船支援母船「よこすか」による YK10-05航海において行われた、有人
潜水調査船「しんかい 6500」を用いた潜航調査（第 1207潜航：観察者、石井）によって、南鳥島の東約 300 kmの排他
的経済水域（EEZ）内にマンガンノジュールが高密度に分布する場所を発見した。そこは、比高約 400 m、直径約 5000
mの小海山であり、山頂から北西へ延びる尾根の頂部、さらには山腹の比較的平坦な部分にまで達する広範囲かつ高密
度にマンガンノジュールが分布していた。「しんかい 6500」によって観察した場所は、事前のマルチビーム音響探査に
より非常に強い音響後方散乱強度を示した場所に当たる。同様な音響データを示す場所は、南鳥島EEZ内に他にも複数
発見されており、これらも広大なマンガンノジュールフィールドである可能性がある。本発表では、上記の「しんかい
6500」第 1207潜航で観察されたマンガンノジュールの分布範囲と形態に加え、ノジュールの全岩化学組成分析結果につ
いて報告する。
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